
中國新聞社「ヒロシマ1945」展 宣材　A4チラシ　'25.04.17　初校出　OP.東倉
中國新聞社「ヒロシマ1945」展 宣材　A4チラシ　'25.04.22　再校出　OP.東倉
中國新聞社「ヒロシマ1945」展 宣材　A4チラシ　'25.04.25　三校出　OP.東倉
中國新聞社「ヒロシマ1945」展 宣材　A4チラシ　'25.04.28　四校出　OP.東倉
中國新聞社「ヒロシマ1945」展 宣材　A4チラシ　'25.04.30　五校出　OP.東倉

東京都写真美術館 東京都写真美術館 地下地下11階展示室階展示室
[[恵比寿ガーデンプレイス内恵比寿ガーデンプレイス内]]

主催主催 :: 中国新聞社  朝日新聞社  毎日新聞社  中国放送  共同通信社中国新聞社  朝日新聞社  毎日新聞社  中国放送  共同通信社
共催共催 :: 東京都写真美術館 ( 公益財団法人東京都歴史文化財団 )東京都写真美術館 ( 公益財団法人東京都歴史文化財団 )
後援後援 :: 広島市  日本放送協会  日本写真家協会  日本ユネスコ国内委員会  広島県  ( 公財 ) 広島平和文化センター広島市  日本放送協会  日本写真家協会  日本ユネスコ国内委員会  広島県  ( 公財 ) 広島平和文化センター
協力協力 :: 株式会社フレームマン  株式会社写真弘社  広島国際文化財団  株式会社フレームマン  株式会社写真弘社  広島国際文化財団  

20252025年  年  

55月月3131日日((土土))          

88月月1717日日((日日))
開館時間開館時間 ::10:0010:00 --18:0018:00 (( 木 · 金は木 · 金は20:0020:00までまで) ) 
＊＊ただしただし88⺼⺼1414日日•15•15日は日は21:0021:00まで開館 ＊入館は閉館のまで開館 ＊入館は閉館の3030分前まで分前まで　　
休館日休館日 :: 毎週月曜日 (毎週月曜日 ( 月曜日が祝休日の場合は開館し､ 翌平日休館月曜日が祝休日の場合は開館し､ 翌平日休館))
料金料金 :: 一般 一般 800(640)800(640) 円／大学生以下無料／円／大学生以下無料／6565歳以上 歳以上 500(400)500(400) 円 円 
＊＊ (  ) は有料入場者(  ) は有料入場者2020名以上の団体､ 当館映画鑑賞券提示者､ 各種カード会員割引料金 名以上の団体､ 当館映画鑑賞券提示者､ 各種カード会員割引料金 

＊＊各種割引の詳細はご利用案内をご参照ください｡ 障害者手帳をお持ちの方とその介護者 (各種割引の詳細はご利用案内をご参照ください｡ 障害者手帳をお持ちの方とその介護者 (22名まで ) は無料。名まで ) は無料。

＊＊各種割引の併用はできません。各種割引の併用はできません。

＊＊本展はオンラインによる日時指定チケットが購入できます。本展はオンラインによる日時指定チケットが購入できます。

＊＊事業は諸般の事情で変更することがございます｡ 最新情報は東京都写真美術館ホームページでご確認ください。事業は諸般の事情で変更することがございます｡ 最新情報は東京都写真美術館ホームページでご確認ください。

松重美人撮影　中国新聞社所有　松重美人撮影　中国新聞社所有　
日本写真保存センター管理日本写真保存センター管理

川原四儀撮影　広島平和記念資料館所蔵川原四儀撮影　広島平和記念資料館所蔵 中田左都男撮影　共同通信社／中田左都男撮影　共同通信社／
広島大学原爆放射線医科学研究所所蔵広島大学原爆放射線医科学研究所所蔵

松本栄一撮影　朝日新聞社所蔵松本栄一撮影　朝日新聞社所蔵

国平幸男撮影　国平幸男撮影　
毎日新聞社所蔵毎日新聞社所蔵

背景：山田精三撮影　中国新聞社所蔵背景：山田精三撮影　中国新聞社所蔵

菊池俊吉撮影　菊池俊吉撮影　
田子はるみ所蔵田子はるみ所蔵

被爆８０年企画展被爆８０年企画展

ヒロシマヒロシマ 1945
HIROSHIMA 1945
Special Exhibition 80 Years after Atomic BombingSpecial Exhibition 80 Years after Atomic Bombing
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JRJR 恵比寿駅東口より徒歩約7分 • 東京メトロ日比谷線恵比寿駅よ恵比寿駅東口より徒歩約7分 • 東京メトロ日比谷線恵比寿駅よ
り徒歩約10分。り徒歩約10分。
＊当館には専用の駐車場はございません｡ お車でのご来館の際は当館には専用の駐車場はございません｡ お車でのご来館の際は
近隣の有料駐車場をご利用ください。近隣の有料駐車場をご利用ください。

〒153〒153--0062 0062 東京都目黒区三田東京都目黒区三田11--1313 --3 3 恵比寿ガーデンプレイス内恵比寿ガーデンプレイス内  
TelTel ::0303 --32803280 --0099  www.topmuseum.jp0099  www.topmuseum.jp

国平幸男撮影　毎日新聞社所蔵国平幸男撮影　毎日新聞社所蔵

菊池俊吉撮影　田子はるみ所蔵菊池俊吉撮影　田子はるみ所蔵

松重美人撮影　中国新聞社所有　松重美人撮影　中国新聞社所有　
日本写真保存センター管理日本写真保存センター管理

佐伯敬撮影　共同通信社／広島大学原爆放射線医科学研究所所蔵佐伯敬撮影　共同通信社／広島大学原爆放射線医科学研究所所蔵

Scan for exhibition Scan for exhibition 
information in English: information in English: 

林重男撮影　広島平和記念資料館所蔵林重男撮影　広島平和記念資料館所蔵

宮武甫撮影　朝日新聞社所蔵宮武甫撮影　朝日新聞社所蔵
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[ 主催担当者とゲストによるトーク ][ 主催担当者とゲストによるトーク ]
・6・6月月2828日 ( 土 ) 14:00-16:00日 ( 土 ) 14:00-16:00
宇城昇 （宇城昇 （ 毎日新聞社広島支局専門記者毎日新聞社広島支局専門記者） ×藤井哲伸） ×藤井哲伸
（ 国平幸男氏撮影 「被爆後の市街地に立つ少女」 藤井幸子さん長男 ）（ 国平幸男氏撮影 「被爆後の市街地に立つ少女」 藤井幸子さん長男 ）

・・6月29日 ( 日 ) 6月29日 ( 日 ) 1515::00-1600-16::3030
小林康秀 (小林康秀 ( 中国放送報道制作局中国放送報道制作局） ×山内隆治 (） ×山内隆治 ( 日映映像東京支社長日映映像東京支社長））
・7・7月月44日 ( 金 ) 日 ( 金 ) 1818::00-1900-19::3030
清水隆(清水隆(元朝日新聞社フォトアーカイブ編集部元朝日新聞社フォトアーカイブ編集部）×吉田耕一郎(）×吉田耕一郎(朝日新聞社映像報道部朝日新聞社映像報道部））
・7・7月月1010日 ( 木 ) 日 ( 木 ) 1818::00-1900-19::3030
水川恭輔 (水川恭輔 ( 中国新聞社編集委員 ）中国新聞社編集委員 ）

＊申し込み方法などの詳細は東京都写真美術館ホームページをご確認ください。申し込み方法などの詳細は東京都写真美術館ホームページをご確認ください。
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